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緒言 我々は、ナノ結晶の新しい作成方法として「液中通電法」を、発表している。1)この方法は、 電
解質液中で、比較的低い電圧(10～80 V)の直流通電で、電極材料がナノ結晶として析出するもので、
非常に単純、安全、容易な方法である。しかしながら、メカニズムの詳細には、不明な点が多く、最
適条件、適用限界等もわかっていない。現在までは、金属電極を用いた場合でのみ、ナノ結晶を作成
できている。今回は、電極に炭素棒（2H-graphite）を用
いて、ナノ結晶を得られた事を報告する。  
 
実験 図１に実験系の概略図を示す。実験装置は、過去
の報告と全く同一である。1)ガラスビーカーに電解質液
を 1 litter入れて、その中に電極として直径 1 mm程度の
炭素棒（2H-graphite）を長さ 20 mm、中心間隔 10 mmで
配置してある。電解質液は、NaOH水溶液（10 mol/litter）
を使用した。また、比較のために以前と同様に、Na2SiO3

水溶液、NaCl水溶液等も使用した。電極は、炭素棒
（2H-graphite、1.0 mmφ）のみを使用した。この 2本の電
極間に直流 2 Aの定電流駆動で、通電方向を２分間ごとに反転して、1時間通電した。通電後に回収
した物質に対して XRD分析を行なった。 
 
実験結果 図２に原料の炭素棒および回収した物質の XRDパター ンを示す。
金属電極を用いて実験した場合は、通常 1日の静置で、生成されたナノ金属粒子の大半が沈殿して、
容易に回収できたのであるが、今回の炭素棒を用いた場合は、１週間静置しても一切沈殿が生じなか
った。そのため、ろ紙上に 1日還流させて、付着した微粒子を回収して、XRD分析を行なった。その
測定結果に対して、試料作成環境から可能性が考えられる C、H、Na、Oの４種の元素の単体、もし
くは、組み合わせでできうる化合物に対して、XRDパターンのフィッティングを行った。しかしなが
ら、いくつかのピークは、Na2CO3および Carbon C70のピークと一致するが、現時点では、XRDパタ
ーンを満足にフィットできなかった。従って、これまでの金属電極を用いた場合と異なり、単純に電
極材料がナノ結晶になったものではな
く、何らかの変化が生じている可能性
が高い。なお、このナノ結晶の大きさ
は、シェーラー法による概算では、
10~20nm程度であると推定できる。 
 
結論 炭素棒を電極、NaOH水溶液を
電解質液とした場合に、電極材料がそ
のままなのかした結晶ではない、現時
点では、組成が確定できないナノ結晶
が生成した。 
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